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⑧ 

地方厚生(支)局医療課長
都道府県民生主管部(局)
国民健康保険主管課(部)長
都道府県後期高齢者医療主管部(局)
後期高齢者医療主管課(部)長

殿

保医発 o7 2 9第 3号
平成 23年 7月 2.9日

厚生労働省保険局医療課長

公知申請に係る事前評価が終了した医薬品の保険上の取扱いについて

本年7月29日開催の薬事・食品衛生審議会医薬品第一部会において、別添1の2成
分8品目の適応外使用に係る公知申請についての事前評価が行われた結果、当該品目に
ついて公知申請を行っても差し支えないとの結論が得られたところです(別添2:平成
2 3年7月29日付け薬食審査発o7，2 9第6号・薬食安発0729第5号)。
これを踏まえ、別添1の2成分8品目について、今般追加される予定である効能・効
果及び用法・用量において、本日より保険適用を可能とすることといたしましたので、
貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対して周知徹底をお願いいたします。



(別添1)

1.一般名:グラニセトロン塩酸塩
販売名カイトリノレ錠 1mg、カイトリル錠2mg、カイトリ/レ細粒0.4%、カイトリ

ノレ注 1mg、カイトリル注3mg、カイトリノレ点滴静注バッグ3mg/50 mL、
カイトリル点滴静注バッグ3mg!lOO mL 

会社名:中外製薬株式会社
追加される予定の効能・効果:

放射線照射に伴う消化器症状(悪心、幅吐)
追加される予定の用法・用量:

・経口剤
通常、成人にはグラニセトロンと!して 1回 2mgを 1日1回経口投与
する。なお、年齢、症状により適宜増減する。
-注射剤
通常、成人にはグラニセトロンとして I回40μg/kgを点滴静注する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。ただし、 1日2回投与までとす
る。

追加される予定の用法・用量に関連する使用上の注意:
放射線照射に伴う消化器症状に対して使用する場合は、放射線照射前に
経口投与又は点滴静注する。なお、造血幹細胞移植前処置時の放射線全身
照射 (TBI: Totall?ody Irradiation)に伴う消化器症状に対して使用する場
合は、投与期聞は4日聞を田安とする。

追加される予定の使用上の注意:
放射線ー照射に伴う消化器症状(悪心、日匝吐)に対1../て使用する場合は、
強い悪心、 H匝吐が生 1じる全身照射、一上腹部照射等の場合に限り使用する旨。

2.一般名:インドシアニングリーン
販売名.ジアグノグリーン注射用 25mg
会社名:第一三共株式会社
追加される予定の効能・効果:

脳神経外科手術時における脳血管の造影(赤外線照射時の蛍光測定によ
る)

追加される予定の用法・用量:
インド、シアニングリーンとして 25mgを 5mLの注射用水で溶解し、通
常 0.1~ O.3mg/kgを静脈内投与する。

へ



.ヘ ーーー一

|都道府県|

各|保健所設置市|衛生主管部(局)長殿

|特十別区|

薬食審査発 0729第 6号

薬食安発 0729第 5号

平成 23年 7月 29日

厚生労働省医薬食品局審査管理課長

厚生労働省医薬食品局安全対策課長

新たに薬事・食品衛生審議会において公知申請に関する

事前評価を受けた医薬品の適応外使用について

薬事・食品衛生審議会において公知申請に関する事前評価を受けた医薬品

については、平成 22年8月 30日付薬食審査発 0830第 9号・薬食安発

0830第 1号厚生労働省医薬食品局審査管理課長及び安全対策課長通知「薬

事・食品衛生審議会において公知申請に関する事前評価を受けた医薬品の適

応外使用についてJ(以下「連名通知」という。)にて各都道府県衛生主管部

(局)長あて通知したところですが、平成23年 7月 29日開催の薬事・食

品衛生審議会医薬品第一部会において、別添の医薬品について、医療上の必

要性の高い未承認薬・適応外薬検討会議報告書に基づき、公知申請について

の事前評価が行われ、公知申請を行っても差し支えないとされました。

つきましては、別添の医薬品について、連名通知における取扱いと同様の

取扱いを行っていただきますよう、貴管下関係医療機関及び関係製造販売業

者に対する周知徹底及びご指導方よろしくお願いいたします。

(別添2)



(別添)

1.一般名:グラニセトロン塩酸塩
販売名:カイトリル錠 1mg、カイトリノレ錠2mg、カイトリル細粒0.4%、カイトリ

ノレ注 1mg、カイトリノレ注3mg、カイトリル点滴静注バッグ 3mg/50 mL、
カイトリル点滴静注バッグ3mg/100 mL 

会社名:中外製薬株式会社
追加される予定の効能・効果:

放射線照射に伴う消化器症状(悪心、日匝吐)
追加される予定の用法・用量:

・経口剤
通常、成人にはグラニセトロンとして l回 2mgを l日(回経口投与
する。なお、年齢、症状により適宜増減する。
・注射剤
通常、成人にはグラニセトロンとして l回40μ ダkgを点滴静注する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。ただし、 1日2回投与までとす
る。

追加される予定の用法・用量に関連する使用上の注意:
放射線照射に伴う消化器症状に対して使用する場合は、放射線照射前に
経口投与又は点滴静注する。なお、造血幹細胞移植前処置時の放射線全身
照射 (TBI: Total Body Irradiation)に伴う消化器症状に対して使用する場
合は、投与期間は4日聞を目安とする。

追加される予定の使用上の注意:
放射線照射に伴う消化器症状(悪心、幅吐)に対して使用する場合は、
強い悪心、 H匝吐が生じる全身照射、上腹部照射等の場合に限り使用する旨。

2.一般名:インド、シアニングリーン
販売名:ジアグノグリ}ン注射用 25mg
会社名:第ー三共株式会社
追加される予定の効能・効果:

脳神経外科手術時における脳血管の造影(赤外線照射時の蛍光測定によ
る)

追加される予定の用法・用量:
インドシアエングリーンとして 25rhgを 5mLの注射用水で溶解し、通
常0.1~ O.3mg/kgを静脈内投与する。



社団法人 日本病院会御中

事務連絡
平成 23年 8月 1日

厚生労働省保険局医療課

公知申請にかかる事前評価が終了した医薬品の保険上の取扱いについて

標記について、別添のとおり地方厚生(支)局医療課長、都道府県民生主管部(局)国民健
康保険主管課(部)長及び都道府県後期高齢者医療主管部(局)後期高齢者医療主管課(部)
長あて通知したのでお知らせします。
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⑧ 

地方厚生(支)局医療課長
都道府県民生主管部(局)
国民健康保険主管課(部)長
都道府県後期高齢者医療主管部(局)
後期高齢者医療主管課(部)長

殿

保医発 0801第 1号
平成 23年 8月 1日

厚生労働省保険局医療課長

公知申請に係る事前評価が終了した医薬品の保険上の取扱いについて

本年8月1日開催の薬事・食品衛生審議会医薬品第二部会において、別添1の6成分
24品目の適応外使用に係る公知申請についての事前評価が行われた結果、当該品目に
ついて公知申請を行っても差し支えないとの結論が得られたところです(別添2:平成
23年8月1日付け莱食審査発0801第9号・薬食安発0801第1:号)。
これを踏まえ、別添1の6成分24品目について、今般追加される予定である効能・
効果及び用法・用量において、本日より保険適用を可能とすることといたしましたので、
貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対して周知徹底をお願いいたじます。



(別添1)

1.一般名・ベンジルペニシリンカリウム
販売名:注射用ペニシリン Gカリウム 20万単位、注射用ベニシリン Gカリウム

100万単位
会社名 :M吋iSeikaフアノレマ株式会社
追加される予定の効能・効果:

<適応菌種> 梅毒トレポネーマ
<適応症> 梅毒

変更後の用法・用量:
ベンジノレベニシリンとして、通常成人 1回30~60 万単位を 1 日 2~4
回筋肉内注射する。なお、年齢、症状により適宜増減する。
<化膿性髄膜炎>
通常、成人には、ベンジノレペニシリンとして 1回400万単位を 1日6回、
点滴静注する。
なお、年齢、症状により適宜減量する。
<感染性心内膜炎>
通常、成人には、ベンジノレペニシリンとして 1回400万単位を 1日 6回、
点滴静注する。
なお、年齢、症状により適宜増減するが、 1回500万単位、 1白3000万
単位を超えないこと。
<梅毒(神経梅毒に限る)> 
通常、成人には、ベンジルペニシリンとして 1回300~ 400万単位を 1
日6回、点滴静注する。
なお、年齢、症状により適宜減量する。

追加される予定の用法・用量に関連する使用上の注意:
化膿性髄膜炎、感染性心内膜炎、梅毒への適用については、国内外の各
種ガイドライン等、最新の情報を参考にして投与すること。

追加される予定の使用上の注意:
-痘筆等の神経症状があらわれることがあるので、観察を十分に行い、こ
のような症状があらわれた場合には、投与を中止し、適切な処置を行う
こと。
-静脈内注射が原因と考えられる注射部位反応、血管障害、血管炎が報告
されている旨。
-その他の副作用として「梅毒患者における、ヤーリッシュ・ヘルクスハ
イマー反応(発熱、全身倦怠感、頭痛等の発現、病変部の増悪)J 
・小児への投与に関する注意喚起
-高用量静脈内投与については、血中カリワム値が急激に変動するおそれ
があるため、点滴速度を遅くするなど、慎重に投与を行うことが必要で
ある旨。
-腎機能障害のある患者においては、高カりウム血症などを起こナおそれ
があることから、慎重に投与すべきである旨。

2.一般名.メトロニダゾール
販売名:フラジーノレ内服錠250mg、フラジーノレ睦錠250mg
会社名.塩野義製薬株式会社
追加される予定の効能・効果:

<適応菌種>
本剤に感性のガードネラ・パジナリス、パクテロイデス・フラジリス、
プレJボテラ・ピピア、ベプトストレプトコッカス属、モピルンカス属



<適応症> 細菌性睦症
追加される予定の用法・用量:

・メトロニダゾーノレ内服錠
通常、成人にはメトロニダゾーノレとして 1回 250mgを 1日3回又は 1
回500mgを1日2回7日間経口投与する。
-メトロニダゾーノレ睦錠
通常、成人にはメトロニダゾーノレとして、 1 日 1 回 250mg を 7~ 10日
間睦内に挿入する。

3.一般名:エトポシド
販売名:①ラステット Sカフ。セル25mg、ラステット Sカプセノレ50mg

②ベプシドカプセル25mg、ベプシドカプセル50mg
会社名:①日本化薬株式会社

②ブリストル・マイヤーズ株式会社
追加される予定の効能・効果:がん化学療法後に増悪した卵巣癌
追加される予定の効能・効果に関連する使用上の注意:

卵巣癌に対して本剤の投与を行う場合には、白金製剤を含む化学療法施
行後の症例を対象とし、白金製剤に対する感受性を考慮して本剤以外の治
療法を慎重に検討した上で、本剤の投与を開始すること。

追加される予定の用法・用量:
エトポシドとして、通常成人 1日50mg/m2を21日関連続経口投与し、 1
週間休薬する。これを 1クールとし、投与を繰り返す。
なお、患者の状態により適宜減量する。

4.一般名:シスプラチン
販売名:①ブリプラチン注 10mg、ブリプラチン注25mg、ブリプラチン注50mg

②ランダ注 10mg/20mL、ランダ注25mg!50mL、ランダ注50mg/1QOmL
会社名:①ブリストノレ・マイヤーズ株式会社

②日本化薬株式会社
追加される予定の効能・効果:

胆道癌
迫力目される予定の効能・効果に関連する使用上の注意:

胆道癌での本剤の術後補助化学療法における有効性及び安全性は確
立していない。

追加される予定の用法・用量:
ゲムシタピン塩酸塩との併用において、シスプラチンとして 25mg/m2

(体表面積Jを 60分かけて点滴静注し、週 1回投与を 2週連続し、 3
週目は休薬する。これを 1コースとしで投与を繰り返す。なお、患者の
状態により適宜減量する。

5.一般名・アモ、キシシリン水和物
販売名:①サワシリン細粒 10%、サワシリンカプセノレ 125、サワシリンカプセル250、

サワシリン錠250
②パセトシン細粒 10%、パセトシンカプセル 125、パセトシンカ・プセノレ
250、パセトシン錠250

会社名:①アステラス製薬株式会社
②協和発酵キリン株式会社

対象の効能・効果:
アモキシシリン水和物製剤の承認されている効能・効果のうち、ヘリコパ
クター・ピロリ感染を除く感染症



変更後の小児用法・用量:
小児:アモキシシリン水和物として、 1日20~ 40mg (力価)/kg を 3~4
回に分割経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減するが、 1日量
として最大90mg(力価)/kgを超えないこと。

6.一般名:セブオタキシムナトリウム
販売名:クラフォラン注射用 0.5g、クラアォラン注射用 19
会社名.サノフィ・アベンテイス株式会社
対象の効能・効果:

化膿性髄膜炎
変更後の小児用法・用量:

通常小児には、セフォタキシムとして 1日50""' 100mg (カ価)/kgを3
~4 回に分けて静脈内に投与する。
なお、難治性又は重症感染症には症状に応じて、 1 日量を小児では 150mg~
(力価)/kgまで増量し、 3~ 4回に分割投与する。なお、小児の化膿性
髄膜炎では300mg(カ価)/kgまで増量できる。



各[iq許l)衛生主管部(局)長?殿

薬食審査発 0801第 9号

薬食安発 0801第 1号

平成 23年 8月 1日

厚生労働省医薬食品局審査管理課長

厚生労働省医薬食品局安全対策課長

新たに薬事・食品衛生審議会において公知申請に関する

事前評価を受けた医薬品の適応外使用について

薬事・食品衛生審議会において公知申請に関する事前評価を受けた医薬品

については、平成22年8月 30日付薬食審査発 0830第 9号・薬食安発

0830第 I号厚生労働省医薬食品局審査管理課長及び安全対策課長通知「薬

事・食品衛生審議会において公知申請に関する事前評価を受けた医薬品の適

応外使用についでJ(以下「連名通知」という。)にて各都道府県衛生主管部

(局)長あて通知したところですが、平成23年8月1日開催の薬事・食品

衛生審議会医薬品第二部会において、別添の医薬品について、医療上の必要

性の高い未承認薬・適応外薬検討会議報管書に基づき、公知申青空4Eついでの
事前評価が行われ、公知申請を行つでも差し支えないとされました。

つきましては、別添の医薬品について、連名通知における取扱いと同様の

取扱いを行っていただきますよう、貴管下関係医療機関及び関係製造販売業

者に対する周知徹底及びご指導方よるしくお願いいたします。
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(別添2)



(別添)

1.'一般名:ベンジノレペニシリンカリウム
販売名:注射用ペニシリン Gカリウム 20万単位、注射用ペニシリンGカリウム

100万単位
会社名 :M叫iS巴ikaフアノレマ株式会社
追加される予定の効能・効果:

<適応菌種> 梅毒トレポネーマ
<適応症> 梅毒

変更後の用法・用量:
ベンジノレベニシリジとして、通常成人 l回30-60万単位を 1日2-4回筋
肉内注射する。なお、年齢、症状により適宜増減する。
<化膿性髄膜炎>
通常、成人には、ベンジJレペニシリンとして 1回400万単位を 1日6回、
点滴静注する。
なお、年齢、症状により適宜減量する。
<感染性心内膜炎>
通常、成人には、ベンジノレペニシリンとして l回400万単位を 1日6回、
点滴静注する。
なお、年齢、症状により適宜増減するが、 l回500万単位、 1日3000万
単位を超えないこと。
く梅毒(神経梅毒に限る)> 
通常、成人には、ベンジルペニシリンとして I回300-400万単位を 1日6
回、点滴静注する。
なお、年齢、症状により適宜減量する。

追加される予定の用法・用量に関連する使用上の注意:
化膿性髄膜炎、感染性心内膜炎、梅毒への適用については、国内外の各
種ガイドライン等、最新の情報を参考にして投与するとと。

追加される予定の使用上の注意し
・産登等の神経症状があらわれることがあるので、観察を十分に行い、こ
のような症状があらわれた場合には、投与を中止し、一適切な処置を行う
こと 0
・静脈内注射が原因と考えられる注射部位反応、血管障害、血管炎が報告
されている旨o
・その他の副作用として「梅毒患者における、ヤーリッシュ・ヘルク、スハ
イマー反応(発熱、全身倦怠感、頭痛等の発現、病変部の増悪)J 
・小児への投与に関する注意喚起
・高用量静脈内投与ピゥいでは、血中カリウムイ直が急激に変動するおそれ
があるため¥点滴速度を遅くするなど、慎重化投与を行うことが必要で
ある旨。
・腎機能障害のある愚者においては、高カリウム血症などを起こすおそれ
があることから、慎重に投与すべきである旨。



2.一般名:メトロニダゾーノレ
販売名:フラジーノレ内服錠250mg、フラジーノレ渥錠250mg
会社名:塩野義製薬株式会社
追加される予定の効能・効果:

<適応菌種>
本剤に感性のガードネラ・パジナリス、パクテロイデス・フラジリス、
プレボテラ・ピピア、ベプトストレプトコッカス属、モビノレンカス属
<適応症> 細菌性臆症

追加される予定の用法・用量:
・メトロニダゾーノレ内服錠
通常、成人にはメトロニダブールとして 1回 250mgを 1日3回又は 1
回500mgを1日2回7日間経口投与する。
-メトロニダゾーノレ臆錠
通常、成人にはメトロニダゾールとして、 1日l回 250mgを7~ 10日
間睦内に挿入する。

3.一般名:エトポシド
販売名:①ラステット Sカプセノレ25mg、ラステット Sカプセノレ50mg

②ベプシドカプセノレ25mg、ベプシドカプセノレ50mg
会社名:①日本化薬株式会社

②ブリストノレ・マイヤーズ株式会社
追加される予定の効能・効果:がん化学療法後に増悪した卵巣癌
追加される予定の効能・効果に関連する使用上の注意:

卵巣癌に対して本剤の投与を行う場合には、白金製剤を含む化学療法施
行後の症例を対象とし、白金製剤に対する感受性を考慮して本剤以外の治
療法を慎重に検討じた上で、本弗jの投与を開始すること。

追加される予定の用法・用量:
エトポシドとして、通常成人 1日50mglm2を21日関連続経口投与し、 1
週間休薬する。これを lクーノレとし、投与を繰り返す。
なお、患者の状態により適宜減量する。

4.一般名:シスプラチン
販売名:①ブリプラチン注 10mg、ヌリプラチン注25mg、ブリプラチン注 50mg

②ランダ注 10mgl20mL、ランダ注25mgl50mL、ランダ注50mgllOOmL
会社名:①ブリストノレ・マイヤーズ株式会社

②日本化薬株式会社
追加される予定の効能・効果 :ι

胆道癌
追加される予定の効能・効果に闘速する使用上の注意1

胆道癌での本剤の術後補助化学療法における有効性及び安全性は確
立していない。

追加される予定の用法・用量:
ゲムシタピン塩酸塩との併用において、シスプラチンとして 25mglm2

(体表面積)を 60分かけて点滴静注し、週 l回投与を 2週連続し、 3
週且は休薬するo. これを lコースとしだ投与を繰り返す。なお、患者の
状態により適宜減量する。



5.一般名:アモキシシリシ水和物
販売名:①サワシリン細粒 10%、サワシリンカプセノレ125、サワシリンカプセノレ250、

サワシリン錠250
②パセトシン細粒 10%、パセトシンカプセル 125、パセトシシカプセル
250、パセトシン錠250

会社名・①アステラス製薬株式会社
②協和発酵キリン株式会社

対象の効能・効果:
ヘリコパクター・ピロリ感染を除く感染症

変更後の小児用法・用量:
小児:アモキシシリン水和物として、 1日20~ 40mg (力価) /kg を 3~4
回に分割経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減するが、 1日量
として最大90mg(力価)/kgを超えないこと。

6.一般名:セフォタキシムナトリウム
販売名:クラフォラン注射用 0.5g、グラフォラン注射用 19
会社名・サノフィ・アベンティス株式会社
対象の効能・効果:

化膿性髄膜炎
変更後の小児用法・用量:

通常小児には、セフォタキシムとして 1日50:'"' 1 OOmg (カ価)Ikgを3
~4 回に分けて静脈内に投与する。
なお、難治性文は重症感染症には症状に応じて、 l日量を小児では 150mg
(力価)/kgまで増量し、 3~ 4固に分割投与する。なお、小児の化膿性
髄膜炎では300mg(力価)/kgまで増量できる。
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0公知申請に係る事前評価が終了した適応外薬の保険適用について(平成23年8月1日現在)

要望提出者名 一般的名称 販売名 会社名 薬事量認B

日本小児循環器学会



リュプリン注射用

[通な温量{用中常おとで法根し.き.性て症4る用過3恩状.量0春ににμの期1応b変回阜じk重gてリ発]ユを1症8ー皮0にブ下μつロにdいレ投kてgリ与ンま〉す酢でる増酸. 16 日日本本向小分児泌内学分会泌学会 リュプロレリン酢酸塩 1.88 武田薬品工業 平成22年11月24日 平成23年5月四日リュプリン;注射用
3.75 

エサンブトル錠 [本(効適剤能応に薗効感覆推果)のの変マ更{追加)J

ヱタンブトール塩酸ll!
1ヱ2サ5mン唱ヲトール錠 サンド イコパクテリウム属

17日本結核病学会 〈適応症} 平成22年11月四日 平成田年5月四日

2エエ5ブヲOmトト'.ールル212550mmgg銭銭
科研型薬

肺ク(Mテ結AリC核ウ}及症ムびを・ア含そピのむウ他非ムの結コ結核ン核性プ症抗レ、酸ッマク菌イス痘ョパ

[本(〈効適適剤能応応に・箇効症感種果)性)のの変マ更{追加)]リファジンカプセJレ

※1リ5フ)01mリァ5gマンOmクピgタシンンカカププセセルル

イコパク子リウム属

18日本結核病学会 リファンピシン 第サ一ンド三共

肺タン(Mテセ結AリンG核ウ}病及症ムびを含アそピのむウ他非ム結のコ結核ン性緩プ症抗レ酸、ッマク菌イス症コ、パハ

平成22年11月四日 平成田年5月20日

150mgrサンドJ

19日本小児腎臨病学会 シクロホスフアミド水和物 エンドキザン錠50mg 塩野綾製薬 ネがにフよみロるら適れゼ切な症ない候治場群療合を(に副行限腎っる皮て.質も)十ホル分モな効ン剤果 平成田年4月四日

20日本小児腎臓病学会
ミコフェノ ル酷モフェチ

セルセブトカプセル250中外製薬 [腎小移児植適に応おのけ迫る力短目1絶反応の抑制 平成田年4月27日). 

21 日日本本向小分児泌肉学分会泌学会 メテラポン メm，トzピロンカプセル250|川ファーJ[.，T-1'マス クッシング症候欝 平成阻年4月27日

22日本臨床厩損傷学会 イマチニブメシル滋梅 グリベツク銭100mg
ノパルティス lm好翁酷lL1-PDG球泊多症吋候群、性慢の性下好記酸疾球患性白血 平成田年41J28日

4・
ファーマ

23 厚療基多生発実づ労性態〈診働内把療分握省指わ秘と針ヱ腫がの巨国簿デ作に症ン成おのス研け診に究る

サンドスタチンLAR筋

オタトレオチド酢酸塩
サ注ン用ド10スmタgチンLAR筋 ノパルティス

消化管神経内分秘理繍 平成田年4月28日

|注サ持用ン用ド2300スmmタgE チンLAR筋
ファーマ

双

パラプラチン注射譲

24 あ個日日本本け人ぼ乳臨の癌床神学腫奈渇会川学会 カルポプラチン
s パoラn.プラチン注射殺

ブヤリースズトル・マイ 乳癌 平成田年4月四日

パ4155ラ00mヴwaa ラチン珪射波

25日本乳箔学会 組トラ換スえツ}ズマブ{遺伝子 ハハーーセセププチチンン注注射射用用回 中外製薬 HるE術R2前過徳剰助発化現学が療確法畠された写L癌に制す 平成田年4Fi2B日
150 

26日本写L錆学会 組トラ換スえツ)ズマブ(遺伝子 ハハーセセププチチンン注注射射周用回 中外製薬 平成田年4月四日
150 

ジフルカンカプセ)1，.50

27 臼日日本本本感小小児染児疲血が学液ん学学会会会

mジgフルカンカプセル100

Fカ真下症Jン、記菌、児尿ジ感血適ダ跨染症応属真症、の及呼菌追び吸症加ク器、] 真リ真プ菌菌ト髄コ症膜ツ、カ消炎ス化贋管に真よ菌るフルコナゾール mジ唱フルカン静注譲印 ヲァ￥ザー 平成田年4FJ28日

ジm.フルカン静珪譲100
m， 
ジフルカンカプセル50

mジgフルカンカプセル100

日本本小児血液ん学学会会 フルコナゾール
mジgフルカン静注漉50

28 日小児が
mジzフルカン静注渡100

ファイザー 造菌血症幹の細予胞防移植患者における深在性真 平成田年4月四日

mジgフルカン静注液

200mg 

29 日日本本放医射学線放射腫繍線学学会会 グラニセトロン塩酸塩 中外製薬
放射線照射に伴う消化器症状(悪心.幅

平成田年7月四日
吐}

30日本脳神経外科学会 インドシアニングリーン
ジアグノグリ シ注射 第一三共

影脳神(赤経外外線科照手射術時時のに蛍お光け測る定脳に血よ管るの}造 平成田年7月四日用26mg



日本感染徒教育研究会 ペンジルペニシリンカリ
注リウ射ム用2ペ0万ニ単シ位リンGカ

Meui Seikaファ 〈〈適適応応薗症種〉〉梅梅毒毒トレポネ マ
平成田年8月1日

31 日本感染症学会 ウム 珪リウ射ム用1ペ00ニ万シ単リ位シGカ ルマ

フラジール向服錠
〈本適剤応に菌感種性〉のガードネラ・パジナリス‘

日本産科婦人科学会
温野事案製薬 パクテロイデス・トフレラブジトリコスッ、カプスレ属ポ、テモラピ・ 平成田年.Jj1日32日本周産期新生児医学会 メトロニダゾー'"

2フ5ラOmジgール睦錠250mg
ルピ〈ピン適アカ応、ス虚ペ嵐〉プト級ス筒性陸症

性の健康医学財団

ラステツトSカプセル ， 

羽 田日日本本本産婦臨科人床婦科腫人腫描科掲学学学会会会
5m， 

ブ日リ本ス化ト薬)..マイエトポシド
ラステツトSカプセル

がん化学療法後に綱悪した卵巣箔 平成23年8月1日
卵巣がん体重象者の会スマイ

5ペペ0ププm，シシドドカカププセセルル2550mmg 
ヤーズ

リ

や

胆厚研日日日本本本嚢生究胆翁外友労費科の働繍道治学療学省会助学厚金会会会生が労ん働臨科床学研

ブブプララランンンリリリブププダダダラララ注窪注チテチ田5100ンンンmmm注注注gzg///目5125100900mmmm0mgg g mL L L 
ブヤリスズトル・マイ34 突事業{第3次対がん韓合 シスプラテン 胆遭痛 平成田年8月1日

戦略研究事業)r切除不能
日本化薬

胆確東東街田道立本北北化臨学がに大大関学ん学療床すに睡病加議対る婿院齢研研す学腫究医究る学分会趨治J研野向研療科究虫法所飯の

サワシリン組粒10覧

サワシリンンカカププセセル125
サワシリ )!"250 

ヘ[小リ児コ適パ応クタのー追・加ピ]ロリ感築を除〈感染症35図本化学療法学会 アモキシシリン水和物
サワシリン錠250

ア協ス和テ発ラ酵スキ製リ薬ン 平成四年8月1回パセトシン細粒10.
パセトシンカプセル125

パセトトシシンンカ錠プ25セ0ル250
パセトシン

36日本感集定学会
セフオタキシムナトリウ クラフォラン注射用0.5gサノフィ・アベン 目化、服見世適髄応膜の炎追加3 平成田年8月1日
ム クラフォラシ珪射用1， ティス

国民H守 h'困、.-/，-tokll.f町、四回I十事"且 帽畢且田市+~'^ 1IiF;C?'l:布A8，ロ I~I 脇島富田E書官且4、ι酪~士~~，、z


